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　環境保全型水稲栽培の必要性が問われて いる現在、 有機資材の 連用が水稲の生産性、 根系生育および根

の 生理活性に及ぼす影響を検討するこ とが必要となっ て い る。本研究は、過去 25 年間に わたり有機物や

イナわ らおよび化学肥料を連用して水稲を栽培 して いる、 石川県根上町の農家水田におい て実施 した 。 有

機資材の連続施用が コ シ ヒカ リの 根系構造や 根の 生理的機能に どの よ うな影響を及ぼして い るかに つ い て、

化学肥料連用栽培やイナわ らの 連続施用栽培 と比較して検討した 。

　材料および方法 ：過去24年間 に わ たり有機堆肥を連用 して水稲を栽培して い る、石川県根上町の水 田

に おい て 実験を行 っ た 。 調査区は、 1）24年間化学肥料連用区、 2 ）24年間稲わ らの み 連絖施用区 、 3 ）

24年間豚ぷん籾が ら堆肥 （2 トン／10a）連用区である。
コ シ ヒ カ リの 移植は、1999年5月2 日に実施 した栽

植密度は、19．9株／m2 とした 。 根系調査は コ アサンプル法を用い て7月8日と8月4日に、株間と条間におい

て 実施 した
。 採取 した土壌 コ アを階層 ご とに洗浄 して根を洗い だ し、 表層か ら土壌層10  1ご とに含まれ

る根乾重 と して表示 した 。 反復数は 3 と した 。 根の 生理活性を示す指標として 、 イネ株の Rb吸収量およ

び地上部切除株の 出液速度の測定を行 っ た 。
8月9 日、Rbゲル 10m1 （0．4％の 寒天溶液に塩化ル ビジウム を

Rb成分で 40mg ！m1 になるように調整 した）を、株間中央部の土壌5cm 下と10cm下および株直下20cm の位置

に スポ ッ ト注入し、 5 日後の 8月13日に株を地際か ら切除して 採取し、乾燥後 、 原子吸光法に よっ て植物

体に含まれるRb含有量を定量 して、株あた りRb吸収量 、 1茎あた りの Rb 吸収量 、 および地上部単位乾重

あた りの Rb吸収量として表示 した。 出液速度は、地際8  の 高さで切除 したイナ株にっ いて、 1時間あた

りの 出液量として測定 した （5 反復）。 収穫後、収量および収量構成要素の 解析を行 っ た 。

　結果および考察 ： 株あた りに含まれるRb吸収量を第 1表に示した。 化学肥料連用区やイナわ ら連用施

用区よ りも、豚ぷん籾が ら堆肥連用区で、株あた りの Rb吸収量が多い傾向が認められた。株闇5cm下、株

間10cm 下および株直下20cm 下 の い ずれの Rbスポ ッ ト処理 に お い て も、 豚ぷん堆肥連用施用区の Rb吸収量

が多い傾向を示して いたが、特に株間の 10  下の 処理区で は有意な差 （p〈 0．05）が 認められた 。 株あた

りの Rb吸収量 は、株直下20cm ＞ 株間5cm下 〉 株間10  下の傾 向が認められた 。 地上部単位乾物重あた り

の Rb吸収量に 、 処理問による有意な差は認め られなか っ た （第 2表） 。
7月8日および8月 4 日に採取 した

根系 コ アから土壌 中の階層別根乾重を求め、第 3表に示 した 。 幼穂形成期の総根乾重 （株間コ ア中の ）は 、

豚ぷん籾が ら堆肥連用区で少ない傾向が認められた 。 条間部で は、化学肥料連用区の 表層 （0一正Ocm ）で根

量が多か っ た 。 出穂期の株間で は処理間 で大きな変異は認め られなか っ た 。 条間で は化学肥料連用 区の根

量が多 く、特に表層0−10  で 差が見 られた 。 株間に おける 土壌表層 （0−5  ）か らの Rb 吸収量は 堆肥区 で

大 きい 傾向がみ られ （有意差はなし）た ことを考慮すると、堆肥連用区の 表層根の 生理 的活力は高い もの

と判断で きよ う。 出液速度とRb吸収量 との 間には有意な相関関係は認められなか っ た 。 また、根乾物重

とRb吸収量との 間 に も有意な相関関係は認め られな い こ とか ら、根重や出液速度と根系か らの Rb吸収 能

とは別個に機能して い る もの と考え られる 。 収量は、イナわ ら連用区 （575kg110a） 、 豚ぷ ん籾が ら堆肥

連用区 （529kg！10a）、化学肥料連用 区 （456kgl10a）の順で あ っ た。 収量構成要素は第 4 表に示した通 り

で ある 。
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第 1表　1株あた りの Rb吸収量
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根上 3 区 （稲わ ら） コ シ

根上 4 区 （堆肥）　 コ シ

LSD （p＝ 0、05）

3．35±0．26皿 g

251 ：ヒ0．26

4．00±0．67

　 2．17

139 ± 0，17mg 　　 3，78 ± 0．77mg

1，05土 0，21　　　　　 4．54」：049

2．05士0．17　　　　　5．81± 1，55
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第 2表　地上部単位乾重あた りの Rb吸収量
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根上 2区 （化学肥料）　 コ シ

根上 3 区 （稲わ ら）　　 コ シ

根上 4区 （堆肥 ）　　　 コ シ

LSD （ρ＝ O．05）

66、99±6．41μ g！g 　 25．47 土259 μg！g

50．41±5．54　　　　　　28．94±3．52

78．80± 16．82　　　　　36．74 土 0．99

　　53，27　　　　　　　　　　　12．68

97、86± 25．26μ g〆g 　64．90

88．29 ± 15．01　　　　 28．20

103 ．55t36 ．93　　　　102 ．26

　 111，64
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　第 3表 根乾重の 土壌中階層分布

　　（1999，7．8）
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口
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　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 20−30cmO．10cm　　　　lO−20cm 30−40cm　　総根重

化学肥料

稲わ ら区

豚糞堆肥

化 学肥料

稲わら区

株間　 2

株間　 3

株間　4

条間　 2

条間　 3

　 　 　 4

136，7士81，1rロg
98．3 ：ヒ1尋．0

105，3士 28，0

114，6士 69．0

58，0士 13．0

64．3± 27．1

45．5 ± 0．7mg 　 5 ，7± 2，3mg 　 5，0 ± 0．7mg

80，3± 36．8　　　22．3 ±28．9　　　2．5±3．5

22．3 ± ll．〔〕　　　　1、0 ± 1．O　　　　l．0 ± L4

44．0士　4、5　　　14．0± 14」　　　　5．7土 8．1

48．0 丈22．7　　　13．3 士 10．4　　　　4．〔〕± 2，0

61．3 ：t18 ．9　　 14．7 ：ヒ14．2　　　 4．5 二t3 ．5

192 ．9mg203
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234234206．5±37，5mg

220 ．0± 108．7

173．0士 47．6

215．3±34．9

146、7± 35 ．9

115，0±53．0

46．3±3S．8mg　5．3士 3．5mg

88．7 ± 63、3　　　4，3± …．5

45．7±19、6　　　8、7ゴニ3．2

64 ．7 ±28 ，0　　　7．3±2．0

43．7士 105 　　　4．3± 1．三

57 ．7 ゴ：10．6　　　6．7 ± 3．5

2．Omg1

，3± 0．52
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関奮勲一収量および収量構成要素
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